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昨
年
６
月
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資

源
循
環
法
が
成
立
。
生
態
系
へ

の
影
響
や
気
候
変
動
問
題
な
ど

プ
ラ
ご
み
の
拡
散
・
流
失
の
抑

制
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
本
気
で
と

り
く
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

12
月
議
会
で
真
下
議
員
は
、

レ
ジ
袋
の
削
減
や
リ
サ
イ
ク
ル

に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
産
量
自
体

を
減
ら
し
、
素
材
転
換
を
急
ぎ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
の
回
避

が
重
要
と
主
張
。
素
材
転
換
と

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
循
環
量
削
減
、

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
製
な
ど
真
剣

な
と
り
く
み
を
求
め
ま
し
た
。 

 
☆ 

 
 

☆ 
 
 

☆ 

 

道
環
境
生
活
部
は
、

「
新
法
で

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
循
環

の
促
進
等
を
推
進
す
る
た
め
、

基
本
方
針
を
策
定
し
、
製
造
事

業
者
が
努
め
る
べ
き
指
針
、
有

料
化
や
代
替
素
材
の
使
用
な
ど

提
供
事
業
者
が
取
り
組
む
判
断

基
準
、
市
町
村
に
よ
る
分
別
収

集
、
製
造
販
売
事
業
者
に
よ
る

自
主
回
収
、
排
出
事
業
者
に
よ

る
再
資
源
化
な
ど
が
示
さ
れ

た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
量

を
抑
制
し
つ
つ
資
源
循
環
の
一

１
月
28
日
に
JR
根
室
本
線
の
協
議
会(

JR
北
海
道
、
道
、
沿

線
首
長
で
構
成)

が
開
催
さ
れ
、
鉄
路
の
廃
止
を
受
け
入
れ
る

と
、
道
議
会
特
別
委
員
会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の

真
下
紀
子
議
員
は
、
存
続
へ
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
求
め
ま
し
た
。 

２
日
の
地
方
路
線
問
題
調
査

特
別
委
員
会
に
、
根
室
本
線
の

鉄
路
存
続
を
断
念
す
る
と
の
協

議
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

真
下
議
員
は
、
鉄
路
存
続
に

向
け
た
具
体
的
提
案
を
持
た
な

い
道
の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判

し
、
法
改
正
も
含
め
、
存
続
へ

の
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
求
め
ま
し

た
。 道

交
通
政
策
局
は
、
鉄
路
存

続
断
念
の
理
由
を
、
国
の
支
援

が
得
ら
れ
な
い
中
、
道
と
地
方

に
よ
る
費
用
負
担
が
困
難
だ
と

説
明
。
交
通
政
策
総
合
指
針
に

盛
り
込
ん
だ
観
光
振
興
と
災
害

時
の
代
替
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は

観
光
事
業
者
や
JR
貨
物
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
た
だ
け
で
、
鉄
路

存
続
を
断
念
し
た
と
答
弁
。 

 

真
下
議
員
は
、
貨
客
混
載
や

IT
を
活
用
し
た
新
た
な
観
光

ツ
ー
ル
な
ど
、
道
が
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
提
案
・
検
討
す
る
こ

と
な
く
、
広
域
な
本
道
の
圏
域

移
動
を
維
持
す
る
姿
勢
に
欠
け

る
と
指
摘
。
災
害
復
旧
の
権
限

代
行
制
度
な
ど
九
州
の
例
を
紹

介
。
鉄
道
に
も
国
に
よ
る
代
行

事
業
が
で
き
る
よ
う
法
改
正
し

根
室
本
線
に
も
適
応
す
る
こ

と
、
自
然
災
害
を
契
機
に
し
た

廃
線
に
歯
止
め
を
か
け
る
よ
う

提
案
し
ま
し
た
。 

層
の
促
進
が
重
要
」
と
認
識
を

示
し
ま
し
た
。 

 

☆ 
 
 

☆ 
 
 

☆ 

真
下
議
員
は
、
ポ
イ
捨
て
さ

れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
か
ら

出
る
内
分
泌
か
く
乱
物
質
、
製

造
過
程
で
出
る
Ｃ
Ｏ
２
に
つ
い

て
も
言
及
。
ワ
ン
ウ
ェ
イ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
使
用
削
減
、
弁
当

の
包
装
材
や
家
庭
の
収
納
用
品

等
の
素
材
転
換
、
道
産
の
素
材

を
使
っ
た
商
品
開
発
や
価
格
差

へ
補
て
ん
な
ど
、
製
造
か
ら
販

売
、
廃
棄
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
過

程
で
資
源
循
環
の
促
進
が
重
要

と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

環
境
生
活
部
は
、
関
係
各
部

と
も
連
携
し
、
再
資
源
化
技
術

の
研
究
開
発
や
、
代
替
素
材
と

な
る
道
産
木
材
の
利
用
拡
大
な

ど
に
よ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
削
減
を
進
め
る
と
答
弁
。 

 

道
が
参
加
す
る
「
北
海
道
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
の
マ
イ
ボ
ト
ル
エ
コ
ア
ク

シ
ョ
ン
を
紹
介
し
て
質
問
に 

道
は
、
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
ち
歩

く
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
適
切
な

リ
サ
イ
ク
ル
、
河
川
や
海
岸
等

の
清
掃
活
動
な
ど
を
推
進
し
て

い
く
と
答
え
ま
し
た
。 

 

☆ 
 
 

☆ 
 
 

☆ 

 

国
は
４
月
か
ら
使
い
捨
て
ス

プ
ー
ン
な
ど
12
種
類
の
プ
ラ

製
品
に
、
有
料
化
や
再
利
用
を

務
付
け
、
２
０
３
０
年
ま
で
に

ワ
ン
ウ
ェ
イ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

25
％
排
出
抑
制
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
森
隆
司
環
境
生
活

部
長
は
、
こ
の
目
標
達
成
に
向

け
、
来
年
４
月
施
行
の
新
法
の

趣
旨
を
踏
ま
え
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
削
減
を
図
り
、
循
環

型
社
会
の
形
成
に

向
け
て
と
り
く
む

と
答
え
ま
し
た
。 

民
主
会
派
は
「
地
域
に
と
っ

て
不
可
欠
公
共
交
通
機
関
で
あ

れ
ば
財
政
投
資
し
て
で
も
残
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主

張
。
真
下
議
員
の
質
問
後
に
挙

手
し
た
自
民
党
議
員
は
「
北
海

道
の
冠
動
脈
を
切
る
…
地
域
の

弱
い
自
治
体
の
責
任
で
は
な
い

で
す
よ
」
と
、
自
治
体
に
判
断

を
迫
る
国
と
道
に
反
発
し
、
根

室
線
存
続
を
求
め
る
質
問
が
続

き
ま
し
た
。
（
裏
面
へ
） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新たな交通体系の検討・協議を行っていく」と答

える道に対し、真下議員は、「北海道新幹線の年間

約百億円の赤字を放置し、地方路線の廃線を全道に

波及させている」と批判。「国鉄分割民営化に端を

発し、地方公共交通活性化再生法で、地方公共交通

の責任を財政力の弱い自治体に押しつけている」と

指摘。「あらゆる局面で、地方公共交通の責任が国

にあることを主張し、本道の公共交通を守り抜く決

意が示されなければ、道に対する信頼を失うことに

なる」と道の姿勢転換を強く求めました。 

 ３日、道議会と包括連携協定を結んでいる札幌大学の学

生と道議会各派代表をオンラインでつなぐ懇談会が開催さ

れ、日本共産党の真下議員が参加しました。 

 学生たちは、学内でジェンダー平等アンケートをとり、

LGBTQやSOGIなどの性的マイノリティへの理解を深める新し

いジェンダー教育の取り組みを報告。当事者の声も紹介し

就職の際に不利になるなど抱える悩みも訴えられました。  

 真下議員は、「ジェンダーは社会的歴史的につくられた

性差別、日本は選択的夫婦別姓がいまだ法制化されてい

ない世界で唯一夫婦同姓を強制されている国」とのべ、

「ジェンダーは何のために誰のためにつくられたのかを

考えることが大事」と発言。当事者が社会や政治に発信

し、共感を得ることで経歴書の性別欄をなくしたり、服

装や髪形の自由もすすんできていると紹介し、「一緒に

考え一緒に社会を変えていきたい」と激励しました。 

 また、中学校で、大学生が生徒の悩みに寄り添うプロ

グラムにもとりくみ、大学生ならではのアプローチで、

生徒が不登校とならずに学校で学び続けられているなど

のスクールサポートの報告も受けました。 

 

コ
ロ
ナ
感
染
が
急
増
し
、
検
査
ワ
ク
チ

ン
、
医
療
機
関
の
業
務
継
続
す
る
中
、
２

６
０
万
件
／
１
０
０
日
の
検
査
実
施
を
明

 

子
ど
も
た
ち
に
も
感
染
が
急
増
し
、
１

月
末
の
１
週
間
で
学
校
の
休
業
は
２
倍
、

児
童
生
徒
・
教
員
の
感
染
は
３
倍
に
増
得

て
い
ま
す
。
真
下
議
員
は
、
「
学
校
の
手

洗
い
は
加
温
さ
れ
て
い
な
い
。
冷
た
い
水

で
十
分
に
手
洗
い
が
可
能
か
、
寒
気
の
入

る
教
室
で
換
気
は
十
分
か
、
子
ど
も
た
ち

が
寒
い
冷
た
い
思
い
を

し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
て
い
る
」

と
の
べ
、
本
道
の
厳
し

い
冬
季
に
対
応
し
た
感

染
対
策
と
し
て
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。
廣
島

孝
技
官
は
、
さ
ら
に
広

く
周
知
す
る
と
答
弁
。 

 １／23 １／30 

臨時休業  １８５校 １６２校 

児童・生徒
教員 

１１８９人 ３２０５人 

 

自
宅
療
養
・
待
機
が
急
増
し
、
道
内
で

は
１
万
８
千
人
を
超
え
た
２
日
、
真
下
議

員
は
、
保
健
福
祉
委
員
会
で
質
問
。
症
状

の
悪
化
を
把
握
し
、
医
療
に
つ
な
げ
る
体

制
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。
道
は
重
点
的

に
す
す
め
る
と
答
弁
。
ま
た
、
医
療
現
場

の
検
査
が
自
費
負
担
と
な
る
現
状
を
訴

え
、
医
療
を
継
続
す
る
た
め
の
検
査
を
無

料
で
実
施
で
き
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

言
し
た
知
事
で
す
が
、
12
月
27
日
か
ら
１

月
23
日
ま
で
の
1
か
月
間
で
３
１
３
カ
所

２
万
８
２
６
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
も
不
足
し
、
道
は

「
国
の
責
任
で
確
保
す
べ
き
」
と
答
え
る

だ
け
で
す
。
輸
入
に
依
存
し
て
き
た
ツ
ケ

が
国
民
に
し
わ
寄
せ
さ
れ
て
い
ま
す
。 

☆ ☆ ☆    お 知 ら せ   ☆ ☆ ☆ 

  2022年度予算案等を審議する第１回定例道議会は、 

   ２月25日～３月24日まで開会されます。 
 

 ２月24日  前日委員会 

   25日  第１回定例道議会開会 

 ３月3・4日 代表質問、 

   11日  真下議員 一般質問予定 

       予算特別委員会 宮川議員予定 

   23日  終日前委員会 

   24日  閉会 
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